
日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て

樋
　
口

美
　
智
　
子

　
一
九
九
三
年
四
月
二
九
日
、
米
国
モ
ン
タ
ナ
大
学
に
お
い
て
東
洋
・
モ
ン
タ
ナ
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
報
道
と
自
由
」
で
あ
り
、
モ
ン
タ
ナ
大
学
の
法
学
部
及
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
部
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
。
当
日
は

第
一
部
に
モ
ン
タ
ナ
大
側
か
ら
法
学
部
の
ラ
リ
…
・
エ
リ
ソ
ン
教
授
、
ジ
ャ
…
ナ
リ
ズ
ム
学
部
の
ク
レ
メ
ン
ツ
・
ワ
ー
ク
教
授
に
よ
り
米

国
の
報
道
事
情
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
東
洋
大
側
か
ら
は
社
会
学
部
の
広
瀬
英
彦
教
授
と
筆
者
に
よ
り
照
本
の
報
道
事
情
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
第
二
部
で
は
現
在
A
P
の
記
者
で
日
米
双
方
で
取
材
の
経
験
を
も
つ
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
イ
ル
氏
か
ら
日
米
の
報
道
比
較
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
こ
の
五
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
本
稿
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
筆
者
が
発
表
し
た

内
容
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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日
本
の

　
三
　
鱗
　
五
　
六
　
七
　
八

「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
と
は

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
機
能
と
し
く
み

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
効
用

記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
問
題
点

記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
外
圧

今
後
の
課
題

二
二
〇

は
じ
め
に

　
臼
本
の
報
道
界
の
現
状
及
び
問
題
点
を
考
え
る
時
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
本
の
報
道

記
事
、
つ
ま
り
ニ
ュ
ー
ス
の
大
部
分
は
記
者
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
作
ら
れ
世
に
送
り
出
さ
れ
る
。

　
記
者
ク
ラ
ブ
は
明
治
時
代
か
ら
続
く
日
本
独
特
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
最
近
相
次
ぐ
政
界
の
疑
獄
事
件
の
発
覚
な
ど
で
世
論
の
非
難

の
矛
先
が
報
道
界
に
も
向
け
ら
れ
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
も
批
判
の
声
が
噴
出
し
て
い
る
。
権
力
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
す
る
記
者
ク
ラ

ブ
の
存
在
が
、
マ
ス
コ
ミ
と
官
庁
・
政
治
家
と
の
癒
着
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
本
来
オ
…
プ
ン
で
あ
る
べ
き
情
報
が
、

記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
に
握
ら
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
、
な
ど
の
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
特
に
最
近
臼
本
で
は
外
国
人
特
派
員
の
数
が
急
増
し
、
彼
ら
と
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
の
間
に
「
報
道
摩
擦
」
と
い
う
も
の
が
発
生
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
閉
鎖
的
な
日
本
の
報
道
の
在
り
方
を
変
え
よ
、
と
い
う
外
国
の
批
判
の
声
は
大
き
い
。
日
本
の
報
道
界
は
今
、
内
と

外
か
ら
の
改
革
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
背
景
に
、
本
稿
で
は
こ
の
日
本
独
特
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
焦
点
を
当
て
、
現
状
分
析
を
行
う
と
と
も
に
問

題
点
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
試
み
た
。
や
や
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
し
の
問
題
点
を
突

き
詰
め
て
み
れ
ば
、
最
後
に
到
達
す
る
の
は
国
家
権
力
と
報
道
の
在
り
方
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
真
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
国
家

権
力
と
の
関
係
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
筆
者
の
一
考
察
を
加
え
て
み
た
。

二
　
記
者
ク
ラ
ブ
の
歴
史

　
ま
ず
記
者
ク
ラ
ブ
の
簡
単
な
歴
史
に
触
れ
る
と
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
起
源
は
一
八
九
〇
年
（
明
治
…
二
年
）
の
第
一
回
帝
国
議
会
の
開
会

直
前
ま
で
逆
上
る
。
議
会
が
記
者
団
の
取
材
拒
否
を
打
ち
出
し
た
の
に
対
し
、
新
聞
各
社
が
「
議
会
出
入
記
者
団
」
と
い
う
の
を
組
織
し

て
、
議
会
に
対
し
て
取
材
許
可
と
傍
聴
券
交
付
を
求
め
た
。
こ
れ
が
記
者
倶
楽
部
の
で
き
る
最
初
の
経
緯
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
記
者
倶
楽
部
は
各
官
庁
や
政
党
に
広
が
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
現
在
の
形
に
近
づ
い
た
。
当
時
東
京
だ
け
で
も
記
者
倶
楽
部

の
数
は
六
〇
余
り
に
な
っ
て
お
り
、
自
由
な
報
道
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
、
軍
部
主
導
の
言
論
統
制
が
行
わ
れ
始
め
る
と
状
況
は
一
変
し
た
。
一
九
四
〇
年
一
二
月
に
内
閣
情
報

局
が
設
置
さ
れ
、
報
道
、
宣
伝
の
一
元
的
統
制
機
構
が
出
現
す
る
と
、
新
聞
界
は
統
制
に
対
し
て
自
主
的
に
政
府
に
協
力
す
る
態
勢
を
敷

く
こ
と
と
な
る
。
各
官
庁
に
あ
っ
た
約
三
〇
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
解
散
し
、
原
則
と
し
て
一
省
一
記
者
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
は
一
八
ま

で
減
っ
て
官
製
記
者
ク
ラ
ブ
ヘ
と
性
格
を
変
え
た
。
戦
局
が
悪
化
す
る
と
さ
ら
に
統
合
が
進
み
、
「
中
央
記
者
会
」
と
い
う
名
で
一
本
化

さ
れ
、
言
論
・
報
道
統
制
が
敷
か
れ
た
。
そ
し
て
敗
戦
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
官
製
記
者
ク
ラ
ブ
は
消
滅
す
る
。
そ
の
後
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
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ハ
ま
　

国
民
の
知
る
権
利
を
守
る
こ
と
が
そ
の
目
的
と
さ
れ
、
現
在
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
形
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
三
　
記
者
ク
ラ
ブ
と
は

8
正
式
な
定
義

　
以
上
が
記
者
ク
ラ
ブ
の
簡
単
な
歴
史
で
あ
る
が
、
現
状
分
析
に
あ
た
っ
て
ま
ず
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
正
式
な
定
義
を
レ
ビ
ユ
ー
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

て
み
た
い
。
こ
れ
は
「
日
本
新
聞
協
会
」
に
よ
り
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
に
出
さ
れ
た
「
記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
新
聞
協
会
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

針
」
の
中
に
、
「
記
者
室
」
と
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
形
で
併
記
さ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
。

記
　
者
　
室
　
新
聞
記
事
取
材
上
必
要
な
各
公
共
機
関
は
記
者
室
を
作
り
電
話
、
机
、
椅
子
な
ど
記
事
執
筆
、
送
稿
な
ど
に
必
要
な
施
設

　
　
　
　
　
　
を
設
け
全
新
聞
社
に
無
償
か
つ
自
由
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

記
者
ク
ラ
ブ
　
記
者
ク
ラ
ブ
は
各
公
共
機
関
に
配
属
さ
れ
た
記
者
の
有
志
が
相
集
ま
り
親
睦
社
交
を
目
的
と
し
て
組
織
す
る
も
の
と
し
取

　
　
　
　
　
　
材
上
の
問
題
に
は
一
切
関
与
せ
ぬ
こ
と
と
す
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
に
は
記
者
室
の
一
部
を
利
用
せ
し
め
る
。

　
こ
の
定
義
に
よ
る
と
、
ま
ず
記
者
室
は
、
各
公
共
機
関
な
ど
へ
取
材
に
来
る
新
聞
記
者
た
ち
の
た
め
に
、
電
話
や
机
、
椅
子
な
ど
を
整

え
無
料
開
放
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
取
材
に
来
る
全
て
の
記
者
た
ち
に
分
け
隔
て
無
く
利
用
さ
れ
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
方
は
ど
う
か
。
「
方
針
」
に
よ
る
と
「
親
睦
と
社
交
を
目
的
と
し
て
組
織
」
さ
れ
た
任
意
の
団
体
、
つ
ま
り
気
心

知
れ
た
記
者
た
ち
の
親
交
を
深
め
る
た
め
の
私
的
な
集
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
記
者
ク
ラ
ブ
は
記
者
た
ち
の
「
取
材
上
の
問



題
に
は
一
切
関
与
せ
ぬ
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
の
記
者
た
ち
は
、
官
庁
の
中
の
記
者
室
の
一
部
を
利
用
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
記
者
室
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
せ
い
も
あ
り
、
記
者
室
の
一
部
を
利
用
す
る
は
ず
の
記
者
ク
ラ
ブ
が
、
記
者
室
全
体

を
独
占
使
用
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
各
官
庁
に
は
実
質
的
に
記
者
室
が
な
く
、
部
屋
の
看
板
も
各
記
者
ク
ラ
ブ
の
名
称

が
掲
げ
ら
れ
、
記
者
室
が
記
者
ク
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
部
屋
の
独
占
使
用
と
か
名
称
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
現
実
に
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
記
者
た
ち
は
こ
の

部
屋
の
使
用
を
許
さ
れ
ず
、
入
室
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
な
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
報
道
界
で
は
こ
の
仕
組
み
が
長
い
間
続
き
定
着
し
て
い
る
が
、
こ
の
排
他
性
が
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
口
　
具
体
的
な
記
者
ク
ラ
ブ
名

　
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
中
央
官
庁
や
都
道
府
県
庁
、
市
役
所
、
警
察
署
、
政
党
、
業
界
団
体
な
ど
の
建
物
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

各
公
共
機
関
に
あ
る
記
者
ク
ラ
ブ
は
特
別
な
名
称
が
つ
い
て
い
た
り
、
一
つ
の
機
関
に
複
数
の
ク
ラ
ブ
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
首
相
官
邸
に
は
内
閣
記
者
会
と
し
て
「
永
田
ク
ラ
ブ
し
、
国
会
に
は
「
国
会
記
者
会
」
、
衆
議
院
に
は
「
衆
議
院

記
者
ク
ラ
ブ
」
、
参
議
院
に
は
「
参
議
院
記
者
ク
ラ
ブ
」
、
外
務
省
に
は
「
霞
ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
。

　
二
つ
置
か
れ
て
い
る
例
は
、
大
蔵
省
内
の
「
財
政
研
究
会
」
と
「
財
政
ク
ラ
ブ
」
で
あ
り
、
前
者
は
全
国
紙
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
の

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局
各
社
の
集
ま
り
で
あ
り
、
後
者
は
地
方
紙
の
集
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
通
産
省
に
は
「
通
産
記
者
会
」
と
「
通

産
省
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
前
者
は
一
般
紙
の
、
後
者
は
業
界
紙
の
集
ま
り
で
あ
る
（
次
頁
表
参
照
）
。
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表田本の記者クラブ例

日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て

二
二
四

国　　　会
衆　議　院
参　議　院
内　　　閣

・国会記者会
・衆議院記者クラブ
・参議院記者クラブ
・内閣記者会

労　　働　　省 ・労働省記者クラブ

行政管理庁 ・行政管理庁記者ク
ラブ

文　　部　　省 ・文部省記者クラブ
自由民主党 ・自由民主党記者ク

ラブ 総　、務　　庁 ・総務庁記者クラブ

社　会　党 ・社会党記者クラブ 北海道開発庁
・開発クラブ

公　明　党 ・公明党記者クラブ
防　　衛　　庁 ・防衛記者会

科学技術庁 ・科学技術記者クラ
ブ
・
科 学記者会

通　産　省 ・通産記者会
・通産省ペンクラブ

大　蔵　省 ・財政研究会
・財政クラブ 経済企画庁 ・経済企画庁記者ク

ラブ

外　務　省 ・霞クラブ
・外人記者クラブ

国　　土　　庁 ・国土庁記者クラブ
・国土庁専門記者ク
ラブ

法　務　省 ・法曹記者クラブ

厚　生　省 ・厚生記者会
・厚生臼比谷クラブ

醸本学術会議 ・学術記者会

経　　団　　連 ・経済団体記者会
　（エネルギー）
・〃（重工業研究会）

・〃（機械クラブ〉

・〃（財界・中小企業）

郵　政　省 ・郵政記者クラブ
・郵政省テレコム記
者会

建　設　省 ・建設クラブ
・建設省専門新聞記
者会

最高裁判所 ・最高裁判所記者ク
ラブ

東京地方裁判所 ・東京地域記者クラ
ブ国　税　庁 ・国税庁記者クラブ

海上保安庁 ・海上保安庁記者ク
ラブ

・海上保安庁むろと

記者クラブ

警　　察　　庁 ・警察庁記者クラブ

日本貿易振興会 ・貿易記者会

東京証券取引所 ・兜倶楽部

農　水　省 ・農政クラブ
・農林クラブ

・水産記者クラブ

日　本　銀行 ・金融記者クラブ

N　　H　　K ・ラジオ・テレビ記
者会
・東京放送記者会

運　輸　省
・交通政策研究会
・運輸省記者クラブ
・日本航空局倶楽部
・交通記者会

・運輸省専門新聞記
者会
・運輸省民闘放送記
者クラブ

日本体育協会 ・体協記者クラブ

田本中央競馬会 ・東京競馬記者クラ
ブ

N　　T　　　T ・葵クラブ

日本たばこ産業 ・田本たばこ記者ク
ラブ

環　境　庁 ・環境庁記者クラブ β本原子力本部 ・原子力記者クラブ



　
日
本
全
体
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
数
は
八
六
年
の
時
点
で
東
京
に
九
九
、
全
国
に
六
一
二
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
主
要
な
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局
は
、
こ
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
取
材
記
者
を
常
駐
さ
せ
て
い
る
。
政
治
部
記
者
は
内
閣
や
国

会
、
政
党
、
そ
の
他
の
関
連
官
庁
や
諸
機
関
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
、
社
会
部
記
者
は
警
視
庁
、
文
部
省
、
労
働
省
な
ど
、
経
済
部
記
者
は
大

蔵
省
、
通
産
省
、
日
銀
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
担
当
記
者
は
相
撲
協
会
、
東
京
競
馬
会
な
ど
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
主
要
報
道
各
社
の

外
勤
記
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
関
連
機
関
の
中
に
あ
る
記
者
ク
ラ
ブ
に
属
し
て
常
駐
し
、
そ
こ
を
拠
点
に
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
次
頁
図
参
照
）
。

　
口
　
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
員

　
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
明
確
に
「
日
本
新
聞
協
会
に
加
盟
す
る
報
道
機
関
」
と
制
限
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
日
本
新
聞
協
会
加
盟
社
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ィ
レ

一
七
四
社
で
、
内
訳
は
、
新
聞
社
一
二
二
社
、
通
信
四
社
、
放
送
五
七
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぢ
　

　
日
本
新
聞
協
会
に
加
盟
す
る
に
は
い
く
つ
か
条
件
が
あ
る
が
、
端
的
に
い
う
と
フ
リ
ー
の
ジ
ャ
…
ナ
リ
ス
ト
や
雑
誌
記
者
、
外
国
人
特

派
員
な
ど
は
加
盟
が
許
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
彼
ら
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
も
な
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
新
聞
協
会
に
属

さ
な
い
報
道
関
係
者
は
、
公
共
機
関
へ
の
情
報
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
狭
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
中
央
の
省
庁
な
ど
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
場
合
、
常
駐
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
会
社
の
顔
ぶ
れ
は
大
体
決
ま
っ
て
い
る
。
朝

日
新
聞
社
、
毎
日
新
聞
社
、
読
売
新
聞
社
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
、
東
京
新
聞
社
、
日
本
経
済
新
聞
社
な
ど
の
全
国
紙
に
、
地
方
の
主
な
ブ

ロ
ッ
ク
紙
、
二
大
通
信
社
で
あ
る
共
同
通
信
社
と
時
事
通
信
社
、
そ
れ
に
N
H
K
、
T
B
S
、
日
本
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
、
テ
レ
ビ
東
京
と
い
っ
た
主
要
放
送
局
で
あ
る
。
そ
の
他
の
社
は
人
を
配
置
す
る
だ
け
の
余
裕
が
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
り
、
記
者
ク

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五



図　記者クラブ制度

日本新聞協会の見解

　記　者　室　新聞記事を取材上必要な各公共機関は、記者室を作り電話、机、

　　　　　　椅子など記事執筆、送稿などに必要な施設を設け、全新聞社に
　　　　　　無償かつ自由に利用させることとする。
　記者クラブ　記者クラブは各公共機関に配属された記者の有志が集まり、親

　　　　　　睦社交を目的として組織するものとし、取材上の問題には一切
　　　　　　関与せぬこととする。記者クラブには、記者室の一部を利爾せ

　　　　　　　しめる。

内閣 会国

（記者室）

各公共機関（例）

（記者室）

大蔵省

（記者室）

　　1

内閣記者クラブ

（永潤クラブ）

外務省

（記者室）

ム
耳者記会国

通産省 文部省

（記者室） （記者室〉

　　l　　l
財政研究所　　霞クラブ

財政クラブ

　　l　　l
通産記者会　文部省記者
通産省ペン　クラブ

　クラフ

日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て

政治部記者　政治部記者　経済部記者　政治部記者　経済部記者　社会部記者

主要報道各社

日本新聞協会加盟174社

政府の全ての省庁、地方自治体

最高裁判所、地方裁判所
日本銀行、東京証券取引所
主要経済薗体（経団連など）

日本学術会議、田本体育協会．

その他

ノ＼

記者クラブが設置されている団体



ラ
ブ
に
人
を
置
い
て
い
な
い
。

四
　
記
者
ク
ブ
の
機
能
と
し
く
み

　
で
は
次
に
記
者
ク
ラ
ブ
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
し
く
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
8
情
報
の
流
れ

　
官
庁
な
ど
か
ら
は
毎
日
の
よ
う
に
大
臣
の
会
見
、
次
官
の
会
見
、
各
種
発
表
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
説
明
、
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
様
々
な

情
報
が
流
れ
て
く
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
全
て
記
者
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
行
わ
れ
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月
持
ち
回
り
で
幹
事
社

が
決
め
ら
れ
（
三
カ
月
く
ら
い
の
ロ
ー
テ
…
シ
ョ
ン
）
、
会
見
・
発
表
予
定
に
関
し
て
は
、
幹
事
が
政
府
広
報
課
と
連
絡
を
と
り
会
員
た

ち
に
伝
達
す
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
の
部
屋
の
隣
に
は
た
い
て
い
記
者
発
表
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
会
見
・
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

会
見
は
幹
事
社
が
主
導
し
、
代
表
質
問
を
行
っ
た
り
、
質
疑
応
答
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う
に
取
り
計
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
官
庁
か
ら
の
発
表
件
数
は
年
々
膨
大
な
量
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
通
産
省
で
の
発
表
頻
度
を
み
て
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
の

一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
公
式
発
表
の
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
大
臣
会
見
　
八
七
回
　
　
　
事
務
次
官
会
見
　
六
九
回
　
　
　
レ
ク
チ
ャ
ー
（
専
門
的
な
問
題
に
関
す
る
担
当
官
か
ら
の
説
明
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も
レ

　
　
　
局
長
や
課
長
に
ょ
る
）
　
三
三
一
回
　
　
　
資
料
配
布
　
五
七
一
回

　
会
見
と
レ
ク
チ
ャ
ー
を
加
え
る
と
年
間
実
に
五
〇
〇
回
近
く
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
ど
の
官
庁
で
も
大
体
同
じ
か
、
む
し

ろ
多
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
記
者
た
ち
は
ま
ず
こ
の
官
庁
か
ら
の
発
表
を
消
化
す
る
の
に
膨
大
な
時
間
と
労
力
を
と
ら
れ
る
。

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七



　
　
　
　
日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
し
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八

　
さ
ら
に
取
材
源
と
記
者
た
ち
の
間
で
「
懇
談
」
と
い
う
の
が
頻
繁
に
開
か
れ
る
。
大
臣
、
次
官
、
局
長
、
課
長
な
ど
各
種
レ
ベ
ル
で
も

た
れ
る
が
、
こ
れ
は
ク
ラ
ブ
の
幹
事
か
ら
の
要
請
と
、
取
材
源
か
ら
の
申
し
出
の
双
方
に
よ
り
開
か
れ
る
。
懇
談
は
取
材
源
が
公
式
会
見

よ
り
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
見
解
を
述
べ
た
り
、
記
者
か
ら
の
き
わ
ど
い
質
問
に
答
え
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
場
所
も
記
者
会
見
場
で
は
な
く

大
臣
室
や
次
官
室
、
あ
る
い
は
料
理
屋
で
、
ま
た
政
治
家
担
当
の
場
合
は
政
治
家
個
人
の
自
宅
な
ど
で
行
わ
れ
る
。
懇
談
は
多
く
の
場
合

オ
フ
レ
コ
が
条
件
だ
が
、
記
者
が
ど
う
し
て
も
記
事
に
し
た
い
場
合
は
取
材
源
か
ら
了
解
を
得
て
、
「
政
府
首
脳
筋
」
「
高
官
筋
」
「
権
威

筋
」
「
観
測
筋
」
「
信
頼
す
べ
き
筋
」
な
ど
か
ら
の
情
報
と
し
て
、
ぽ
か
し
て
記
事
に
す
る
。
取
材
源
も
全
く
隠
し
た
い
情
報
な
ら
懇
談
で

も
口
に
す
る
は
ず
が
な
く
、
あ
る
程
度
国
民
に
知
れ
て
も
い
い
と
思
う
内
容
を
喋
る
わ
け
で
こ
れ
は
よ
く
使
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
懇
談

も
取
材
源
と
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
み
開
か
れ
、
ク
ラ
ブ
加
盟
以
外
の
記
者
は
全
く
参
加
す
る
余
地
が
な
い
。

　
こ
こ
ま
で
が
記
者
ク
ラ
ブ
と
し
て
統
一
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
と
は
各
記
者
が
自
分
た
ち
の
問
題
意
識
に
沿
っ
て
、
個
別
に

情
報
源
に
あ
た
っ
た
り
、
追
加
調
査
を
し
て
自
分
の
記
事
の
内
容
を
深
め
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

　
口
　
調
整
機
能
・
協
定

　
記
者
ク
ラ
ブ
の
機
能
と
し
て
も
う
一
つ
特
徴
的
な
の
が
、
そ
の
調
整
機
能
で
あ
る
。
日
本
新
聞
協
会
で
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
「
記
者
ク
ラ
ブ
は
取
材
記
者
の
組
織
で
あ
る
か
ら
、
取
材
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
若
干
の
調
整
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
　

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
調
整
機
能
が
拡
大
も
し
く
は
乱
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
厳
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
こ
の
調
整
機
能
の
中
で
大
き
な
も
の
が
、
「
協
定
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
種
類
が
い
く
つ
か
あ
る
。
一
番
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の

が
い
わ
ゆ
る
「
黒
板
協
定
」
で
あ
る
。
各
官
庁
か
ら
は
一
日
に
何
件
も
の
発
表
が
あ
り
、
情
報
の
流
れ
に
あ
る
程
度
の
秩
序
が
な
い
と
、



記
者
ク
ラ
ブ
が
大
混
乱
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
か
つ
官
庁
側
も
そ
れ
で
は
広
報
目
的
を
達
成
で
き
な
い
。
そ
こ
で
黒
板
協
定
と
い
う
も
の
が

結
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
で
行
う
発
表
の
週
間
予
定
日
時
が
、
幹
事
社
に
よ
り
ク
ラ
ブ
の
黒
板
に
記
入
さ
れ
る
と
、
そ
の
日
時

の
前
に
は
記
事
を
書
い
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
も
の
で
、
自
動
的
に
記
者
た
ち
に
制
約
が
課
せ
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
協
定
に
は
官
庁
の
発
表
も
の
の
「
報
道
解
禁
日
時
」
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
代
表
的
な
例
は
、
経
済
白
書
、
防
衛
白

書
な
ど
の
解
禁
日
で
あ
る
。
白
書
の
発
表
は
そ
の
内
容
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
各
社
の
詳
し
い
解
説
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
は
事
前
に

十
分
な
時
間
が
な
い
と
内
容
が
消
化
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
白
書
類
は
予
め
、
記
者
た
ち
に
渡
さ
れ
る
。
そ
し
て
各
社
で
調
整
し
本
社
幹

部
の
承
認
を
経
て
、
報
道
各
社
で
正
規
の
記
事
解
禁
の
た
め
の
協
定
が
結
ば
れ
る
。
各
社
は
厳
密
に
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
他
重
要
な
協
定
は
、
誘
拐
事
件
が
起
き
た
時
に
結
ば
れ
る
「
誘
拐
協
定
」
で
あ
る
。
誘
拐
事
件
が
報
道
さ
れ
る
と
警
察
の
動
き
が

犯
人
に
察
知
さ
れ
、
被
害
者
の
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
記
者
ク
ラ
ブ
が
警
察
と
の
了
解
の
も
と
に
自
ら
報
道
を
規

制
す
る
た
め
協
定
を
結
ぶ
。
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
た
り
被
害
者
が
解
放
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
段
階
で
協
定
解
除
と
な

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

　
こ
れ
ら
の
協
定
に
記
者
が
違
反
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
ク
ラ
ブ
内
で
処
罰
な
ど
の
制
裁
や
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
「
登
院

停
止
」
で
こ
れ
は
一
定
期
間
、
ク
ラ
ブ
の
出
入
り
や
共
同
記
者
会
見
へ
の
出
席
が
禁
止
さ
れ
る
。
そ
の
他
ク
ラ
ブ
会
員
か
ら
排
除
さ
れ
る

「
除
名
」
、
謝
罪
文
に
よ
る
「
陳
謝
」
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
発
表
機
関
で
あ
る
官
庁
の
方
も
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
ク
ラ
ブ
内
の
処
分
で

あ
り
な
が
ら
、
処
分
を
受
け
た
会
員
に
は
会
見
等
を
拒
む
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
協
定
例
を
み
る
と
、
そ
の
合
理
性
も
あ
る
程
度
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
や
り
過
ぎ
し
の
ケ
ー
ス
に
な
る
と
、
厳
し
す
ぎ

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九



　
　
　
　
日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
し
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇

る
情
報
管
理
や
、
取
材
活
動
の
大
幅
制
限
と
い
っ
た
点
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
国
　
　
「
お
妃
（
き
さ
き
）
報
道
協
定
」

　
最
近
話
題
に
な
っ
た
の
が
い
わ
ゆ
る
「
お
妃
報
道
協
定
」
で
あ
る
。

　
皇
太
子
殿
下
の
御
結
婚
相
手
に
関
し
て
は
、
少
し
で
も
噂
に
の
ぽ
っ
た
女
性
た
ち
に
、
報
道
各
社
が
派
手
に
取
材
合
戦
を
繰
り
広
げ
る

と
い
っ
た
事
態
が
頻
発
し
、
宮
内
庁
が
日
本
新
聞
協
会
に
「
お
妃
選
び
の
た
め
に
静
か
な
環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
申
し
入
れ
た
と
い

う
事
情
が
あ
る
。
協
会
も
「
殿
下
が
御
結
婚
で
き
な
い
状
況
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
の
認
識
か
ら
、
一
九
九
二
年
二
月
＝
二
日
、
三
カ
月

の
報
道
の
自
粛
を
申
し
合
わ
せ
た
。
そ
の
後
自
粛
は
何
回
か
延
長
さ
れ
、
九
三
年
の
一
月
末
ま
で
と
な
っ
た
。
こ
の
問
お
妃
選
び
は
進
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
レ

し
元
外
交
官
の
小
和
田
雅
子
様
に
内
定
、
一
月
に
御
婚
約
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
至
る
の
に
波
乱
が
あ
っ
た
。

　
御
婚
約
内
定
の
記
事
は
ま
ず
、
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
東
京
支
局
が
、
速
報
と
し
て
海
外
に
伝
え
た
。

こ
れ
は
九
二
年
一
月
六
日
午
後
二
時
半
の
こ
と
で
あ
り
、
自
粛
が
解
か
れ
る
前
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
外
国
新
聞
社
は
日
本
新
聞
協
会

の
「
お
妃
報
道
協
定
」
の
外
に
あ
り
、
そ
れ
を
守
る
義
務
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
情
報
を
得
た
時
点
で
記
事
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
大
い
に
あ
わ
て
、
六
日
夕
刻
日
本
新
聞
協
会
に
集
合
、
午
後
八
時
四
五
分
に
自
粛
協
定
解
除
を
決
定
し
た
。

実
は
お
妃
内
定
は
日
本
の
報
道
各
社
も
あ
る
程
度
つ
か
ん
で
い
た
が
、
宮
内
庁
の
意
向
で
伏
せ
ら
れ
て
お
り
、
正
式
に
協
議
す
る
ま
で
自

粛
を
解
こ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
皇
太
子
妃
内
定
の
報
道
は
日
本
で
は
な
く
、
ま
ず
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
レ

っ
て
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本
の
報
道
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
人
自
身
か
ら
も
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。



五
　
記
者
ク
ラ
ブ
の
効
用

　
次
に
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
効
用
に
つ
い
て
、
記
者
サ
イ
ド
の
効
用
、
報
道
上
の
効
用
、
そ
し
て
情
報
提
供
サ
イ
ド
の
効
用
に
分
け
て
、

　
　
　
　
パ
　
レ

み
て
み
た
い
。

　
8
　
記
者
サ
イ
ド
の
効
用

　
記
者
に
と
っ
て
の
効
用
と
し
て
は
三
つ
ほ
ど
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
第
一
が
、
取
材
源
と
し
て
の
効
用
で
あ
る
。
官
庁
な
ど
か
ら
の
膨
大
な
情
報
は
記
者
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
流
れ
、
こ
こ
に
属
し
て
い
れ
ば

記
者
た
ち
は
少
な
く
と
も
政
府
情
報
を
取
り
逃
す
こ
と
が
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
特
オ
チ
」
の
心
配
が
無
く
、
ク
ラ
ブ
は
記
者
の
最
大
の
取

材
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
取
材
拠
点
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
記
者
た
ち
は
入
手
し
た
情
報
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
個
々
の
取
材
・
調
査
を
加
え
て
い
く

が
、
多
忙
な
政
府
高
官
に
質
問
し
た
い
時
、
記
者
ク
ラ
ブ
と
い
う
常
設
の
場
所
が
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
本
社
と
官
庁
の
間
を
往
復
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
記
者
ク
ラ
ブ
が
存
在
す
る
こ
と
は
非
常
に
便
利
で
あ
り
、
取
材
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
第
三
に
、
実
際
ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
作
る
場
所
と
し
て
の
効
用
で
あ
る
。
記
者
グ
ラ
ブ
に
は
各
社
専
用
の
机
、
椅
子
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
な
ど
が
備
え
付
け
ら
れ
、
記
者
の
書
い
た
原
稿
は
本
社
の
デ
ス
ク
に
直
送
さ
れ
る
。
特
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
出
現
で
、
記
者
が
本
社
に
出

向
く
必
要
も
な
く
な
っ
た
。
記
者
た
ち
は
朝
は
ク
ラ
ブ
に
出
勤
し
、
昼
は
常
駐
の
役
所
で
取
材
、
必
要
な
ら
外
回
り
し
て
夕
方
ク
ラ
ブ
で

記
事
原
稿
を
書
き
上
げ
る
。
夜
は
ク
ラ
ブ
か
ら
次
の
取
材
先
に
夜
回
り
す
る
か
、
あ
る
い
は
一
杯
や
っ
て
帰
宅
の
途
に
つ
く
。
つ
ま
り
日

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
一



　
　
　
　
日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二

本
の
記
者
た
ち
は
記
者
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
動
い
て
お
り
、
日
本
の
報
道
記
事
の
大
部
分
は
こ
の
記
者
ク
ラ
ブ
で
作
ら
れ
る
。

口
報
道
上
の
効
用

　
で
は
報
道
上
の
効
用
に
つ
い
て
列
挙
し
て
み
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
記
者
ク
ラ
ブ
を
通
し
主
要
報
道
機
関
が
官
庁
な
ど
の
重
要
な
情
報
源
に
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
り
、
国
民
の
知
る
権
利
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
に
、
記
者
ク
ラ
ブ
全
体
で
情
報
の
流
れ
を
統
制
・
整
理
す
る
こ
と
で
、
報
道
各
社
間
の
無
駄
な
労
力
と
競
争
が
避
け
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
効
率
的
な
取
材
が
行
え
、
ひ
い
て
は
記
者
の
日
常
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
要
な
問
題
に
注
ぎ
、
仕
事
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
第
三
は
、
常
駐
記
者
と
官
庁
の
人
聞
が
常
時
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
的
関
係
が
深
ま
り
、
よ
り
高
度
な
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
を

可
能
に
す
る
。

　
第
四
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
が
役
所
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
で
、
副
次
的
に
、
政
府
機
関
を
常
時
マ
ス
コ
ミ
の
目
、
つ
ま
り
国
民
の
目
の

も
と
に
置
く
こ
と
と
な
り
、
監
視
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
る
。

　
国
　
情
報
提
供
サ
イ
ド
の
効
用

　
一
方
、
記
者
ク
ラ
ブ
は
情
報
を
流
す
側
（
政
府
な
ど
）
に
と
っ
て
も
い
く
つ
か
の
効
用
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
情
報
を
効
率
的
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
。
各
社
の
記
者
が
個
別
に
情
報
を
求
め
て
来
ら
れ
て
は
日
常
業
務
に
も
差
し
つ
か
え

る
。
そ
れ
が
記
者
ク
ラ
ブ
を
通
せ
ば
い
っ
ぺ
ん
に
す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
に
、
政
府
の
伝
え
た
い
こ
と
を
国
民
に
伝
達
す
る
の
に
、
政
府
広
報
を
通
し
て
行
う
よ
り
、
一
般
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
方
が
何



倍
も
効
果
的
だ
が
、
そ
れ
を
政
府
は
内
部
に
常
設
さ
れ
た
記
者
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
比
較
的
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
に
、
ク
ラ
ブ
制
度
に
よ
り
常
駐
す
る
記
者
た
ち
と
気
心
が
知
れ
、
情
報
を
流
す
側
と
し
て
も
余
計
な
気
遺
い
を
し
な
く
て
す
む
、

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
情
報
の
流
し
手
と
取
材
側
双
方
に
と
っ
て
各
種
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
は
日
本
の

報
道
シ
ス
テ
ム
の
中
に
深
く
組
み
込
ま
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　
　
　
六
　
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
の
聞
題
点

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
効
用
の
あ
る
記
者
ク
ラ
ブ
だ
が
、
勿
論
問
題
点
も
多
く
か
か
え
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
記
者
ク
ラ
ブ
の
問

題
点
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
大
き
く
分
け
て
、
e
記
事
の
画
一
化
の
問
題
、
口
膨
大
な
情
報
量
の
問
題
、
日
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
性
・
排

他
性
の
問
題
、
そ
し
て
、
四
権
力
と
報
道
の
癒
着
の
問
題
の
、
四
つ
の
観
点
か
ら
み
て
み
た
い
。

8
記
事
の
画
［
化

　
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
幹
事
社
が
政
府
の
情
報
の
流
れ
を
調
整
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
記
者
た
ち
の
行
動
に
制
約
が
か
か
り
、
問
題
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
。
ま
ず
日
常
的
に
協
定
が
結
ば
れ
、
各
社
は
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
会
見
や
懇
談
も
ク
ラ
ブ
主
導
の
形
で

行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
記
者
た
ち
は
同
じ
時
間
に
同
じ
情
報
源
か
ら
、
同
じ
情
報
を
元
に
記
事
を
書
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
各
社
の
記

事
は
ど
う
し
て
も
内
容
が
同
一
、
画
一
化
し
て
く
る
。
特
オ
チ
が
な
い
か
わ
り
に
、
特
ダ
ネ
も
な
い
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
く
る
。

　
ま
た
会
見
な
ど
の
時
に
官
庁
か
ら
配
ら
れ
る
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
も
年
々
分
か
り
や
す
く
、
洗
練
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
き
た
。
政
府
側

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
三



　
　
　
　
日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
し
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
四

は
な
る
べ
く
都
合
の
い
い
記
事
を
書
い
て
も
ら
お
う
と
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
こ
ら
す
。
中
に
は
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
作
成
に
凝
る
役
人
も

い
て
、
政
府
の
発
表
文
書
が
そ
の
ま
ま
新
聞
記
事
に
な
る
よ
う
に
、
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
す
る
と
記
者
の
中
に
は
こ
う
し

た
資
料
に
頼
っ
て
し
ま
う
傾
向
も
出
て
く
る
。
記
者
自
身
、
発
表
だ
け
を
こ
な
し
て
い
れ
ば
い
い
、
余
計
な
苦
労
は
し
た
く
な
い
と
い
っ

た
「
記
者
の
サ
ラ
リ
…
マ
ン
化
」
現
象
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
出
さ
れ
た
情
報
に
少
し
手
を
加
え
た
だ
け
で
記
事
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
レ

記
事
が
画
一
化
、
一
元
化
す
る
現
象
は
「
発
表
ジ
ャ
…
ナ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
口
　
膨
大
な
情
報
量

　
年
々
政
府
の
発
表
情
報
量
が
多
く
な
り
、
記
者
た
ち
が
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
、
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
…
を
消
費
さ
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
と
、
必
然
的
に
記
者
が
個
々
の
問
題
に
か
か
わ
る
時
間
が
減
っ
て
く
る
。
本
来
な
ら
、

政
府
の
発
表
内
容
に
対
し
て
必
要
な
裏
付
け
を
と
り
、
関
連
の
取
材
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
し
て
い
る
と
、
次
の

ニ
ュ
ー
ス
を
逃
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
出
て
く
る
。
こ
う
し
て
記
者
た
ち
は
、
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
政
府
の
発
表
を
消
化
す
る
こ
と

に
追
わ
れ
る
た
め
、
個
々
の
記
事
は
中
味
が
浅
く
な
っ
て
く
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
、
情
報
提
供
者
の
方
か
ら
み
れ
ば
実
は
都
合
が
い
い
面
も
あ
る
。
彼
ら
の
発
表
情
報
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
記
者
た

ち
は
記
者
ク
ラ
ブ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
自
発
的
な
取
材
意
欲
が
な
く
な
り
、
情
報
提
供
者
側
に
批
判
的
な
記
事
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
一
種
の
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
言
え
な
く
も
な
い
。
こ
う
し
て
発
表
情
報
量
の
多
さ
か
ら
、
現
在
ニ
ュ
ー
ス
の
八
割

か
ら
九
割
が
各
公
共
機
関
の
発
表
も
の
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
発
表
も
の
の
対
応
に
追
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
　

独
自
の
ニ
ュ
…
ス
の
発
掘
に
手
が
回
ら
な
い
状
態
は
「
発
表
洪
水
」
と
言
わ
れ
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
。



　
国
　
記
者
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
性
・
排
他
性

　
次
の
問
題
が
記
者
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
性
と
排
他
性
で
あ
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
な
れ
る
の
は
、
新
聞
協
会
加
盟
の
報
道
機
関
に
限
ら

れ
、
雑
誌
記
者
、
フ
リ
…
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
外
国
報
道
機
関
は
ク
ラ
ブ
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
記
者
ク
ラ
ブ
に
近
づ
く
こ

と
も
許
さ
れ
ず
、
従
っ
て
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
。
一
般
市
民
に
と
っ
て
は
、
情
報
が
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
入
っ
て
き

た
方
が
、
分
析
や
判
断
材
料
が
豊
富
に
な
り
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
同
じ
マ
ス
コ
ミ
仲
間
で
あ
り
な
が
ら
、
主
要

な
新
聞
・
テ
レ
ビ
以
外
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
あ
ら
ず
、
と
い
っ
た
排
他
的
な
態
度
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
で
、
健

全
な
言
論
活
動
が
育
つ
の
に
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
本
来
政
府
の
公
式
会
見
や
発
表
文
書
は
、
ど
の
報
道
機
関
に
属
し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
国
民
誰
で
も
が
入
手
可
能
で
然
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。
記
者
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
な
く
と
も
別
の
方
法
で
、
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
者
に
対
し
て
も
公
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
政
府
の
方
が
む
し
ろ
記
者
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
、
「
ク
ラ
ブ
を
通
さ
な
く
て
は
渡
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
言
い
訳

し
情
報
提
供
を
拒
否
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
に
政
府
情
報
の
入
手
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
民
の
知
る
権
利
が
著

し
く
損
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
根
の
深
い
問
題
と
い
え
る
。

　
四
　
報
道
と
権
力
の
癒
着
の
聞
題

　
一
番
大
き
な
問
題
は
、
報
道
と
権
力
の
癒
着
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
報
道
側
に
と
っ
て
無
意
識
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
と
、
記
者

た
ち
の
意
思
が
入
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。

　
無
意
識
の
癒
着
と
は
、
前
述
し
た
「
発
表
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
や
「
発
表
洪
水
」
の
よ
う
に
、
記
者
た
ち
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
情
報
提

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五



　
　
　
　
日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

供
者
か
ら
コ
ン
ト
ロ
…
ル
を
受
け
る
場
合
で
あ
る
。
日
々
の
大
量
に
出
さ
れ
て
く
る
政
府
発
表
を
追
い
か
け
る
う
ち
に
、
記
者
た
ち
は
そ

れ
を
こ
な
す
だ
け
に
な
り
、
結
果
と
し
て
政
府
の
広
報
係
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
政
府
の
意
向
を
そ
の
ま
ま
国
民

に
伝
え
る
こ
と
と
な
り
、
国
民
の
健
全
な
批
判
の
目
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
危
険
を
伴
う
。

　
次
に
意
識
的
な
癒
着
と
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
が
政
府
と
あ
ま
り
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
記
者
た
ち
は
常
時
各
官
庁
の
記

者
ク
ラ
ブ
に
い
て
、
担
当
官
庁
の
役
人
た
ち
と
接
触
を
は
か
る
。
さ
ら
に
は
積
極
的
に
官
僚
た
ち
と
個
人
的
人
脈
を
築
い
て
い
こ
う
と
努

力
す
る
。
こ
れ
は
取
材
を
掘
り
下
げ
、
個
別
情
報
を
と
る
た
め
だ
が
、
あ
ま
り
に
役
人
と
近
く
な
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
批
判
的
な
記
事

が
書
き
づ
ら
い
、
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
く
る
。
切
り
込
む
べ
き
と
こ
ろ
に
、
遠
慮
が
出
た
り
手
心
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

こ
こ
で
批
判
記
事
を
書
く
と
、
こ
れ
ま
で
の
人
間
関
係
が
崩
れ
以
後
情
報
が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
、
と
い
う
不
安
も
常
に
記
者
の
中
に
は

あ
る
。

　
こ
れ
が
著
し
い
の
は
、
政
治
家
と
記
者
と
の
関
係
で
あ
る
。
総
理
大
臣
を
は
じ
め
各
大
臣
や
派
閥
の
領
袖
、
大
物
政
治
家
に
は
そ
の
政

治
家
個
人
を
担
当
す
る
「
番
記
者
」
が
つ
く
。
彼
ら
は
担
当
政
治
家
の
動
静
を
四
六
時
中
追
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
政
治
家

と
懇
意
に
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
政
治
家
と
の
懇
談
は
、
政
治
家
の
私
邸
に
記
者
が
招
か
れ
、
酒
と
夜
食
を
す
す
め
ら
れ
な
が
ら
行
わ
れ

た
り
す
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
な
か
な
か
政
治
家
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
本
来
保
つ
べ
き
、
健
全
な
緊
張
関
係
を
持
続
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
。

　
そ
の
例
が
田
中
元
首
相
で
あ
り
、
金
丸
元
副
総
裁
の
場
合
で
あ
る
。
両
者
と
も
金
権
政
治
家
と
し
て
批
判
を
浴
び
、
逮
捕
に
ま
で
発
展

し
た
ケ
…
ス
だ
が
、
彼
ら
が
権
力
の
頂
点
に
あ
る
時
、
番
記
者
た
ち
は
決
し
て
彼
ら
の
批
判
記
事
を
書
か
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
近
く
に



い
た
せ
い
で
あ
る
。
田
中
角
栄
は
今
太
閣
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
の
政
治
と
利
権
を
絡
め
た
錬
金
術
を
暴
い
た
の
は
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
レ

聞
界
の
外
に
あ
っ
た
立
花
隆
氏
で
あ
る
。
ま
た
金
丸
信
の
佐
川
急
便
や
地
元
建
設
業
者
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
癒
着
に
深
く
メ
ス
を
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

て
い
っ
た
の
は
、
週
刊
誌
な
ど
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　
特
に
新
聞
社
の
政
治
部
記
者
た
ち
は
、
各
社
え
り
抜
き
の
人
材
が
配
置
さ
れ
、
彼
ら
に
も
エ
リ
…
ト
意
識
が
あ
る
。
そ
こ
で
大
物
政
治

家
を
担
当
す
る
う
ち
、
そ
の
政
治
家
を
持
ち
上
げ
、
そ
れ
に
よ
り
自
分
も
偉
く
な
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
す
傾
向
が
、
無
き
に
し
も
あ

ら
ず
で
あ
る
。
実
際
政
治
家
に
見
込
ま
れ
政
治
家
秘
書
に
な
っ
た
り
、
選
挙
に
立
つ
よ
う
推
薦
さ
れ
、
政
界
に
転
じ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
数
多
い
。
こ
れ
は
彼
ら
の
選
択
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
権
力
と
報
道
が
癒
着
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

七
　
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
外
圧

　
8
　
外
国
報
道
機
関
か
ら
の
要
求

　
　
a
　
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
か
ら
の
要
望
書

　
日
本
で
活
躍
す
る
外
国
報
道
機
関
及
び
記
者
の
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
彼
ら
が
、
日
本
で
自
由
に
取
材
活
動
を
し
よ
う
と

す
る
時
突
き
当
た
る
の
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
閉
鎖
的
・
排
他
的
な
傾
向
を
も
つ
記
者
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
最
近
外

国
プ
レ
ス
・
報
道
機
関
か
ら
の
門
戸
開
放
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
一
つ
の
動
き
と
し
て
、
一
九
九
二
年
六
月
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
が
差
出
人
と
な
り
、
日
本
の
外
務
省
国
際
報

道
課
長
宛
に
要
望
書
が
届
け
ら
れ
た
。
手
紙
は
「
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
が
全
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
開
か
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
七



　
　
　
　
日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
八

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
外
務
省
は
「
記
者
ク
ラ
ブ
は
私
的
な
組
織
で
、
官
庁
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
ハ
ド
レ

い
」
と
返
答
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
日
本
新
聞
協
会
の
方
で
も
「
新
た
な
臼
米
摩
擦
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
の
懸
念
か
ら
問

題
視
さ
れ
「
記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
制
度
等
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
こ
の
要
求
の
そ
も
そ
も
の
発
端
は
、
経
済
情
報
を
扱
う
ブ
ル
…
ム
バ
ー
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
社
で
あ
る
。
同
社
は
経
済
情
報
を
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
世
界
に
流
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
為
替
取
引
や
、
株
価
決
定
の
判
断
材
料
を
提
供
と
す
る
こ
と
を
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
以
前
か
ら
、
東
京
証
券
取
引
所
に
設
け
ら
れ
た
記
者
ク
ラ
ブ
で
あ
る
、
「
兜
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
盟
を

申
請
し
て
い
た
。
し
か
し
勿
論
彼
ら
は
日
本
新
聞
協
会
の
会
員
で
も
な
く
、
加
入
を
断
ら
れ
続
け
て
き
た
。
だ
が
同
社
は
、
日
本
は
世
界

の
金
融
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
存
在
な
の
に
、
そ
の
情
報
入
手
に
内
外
で
差
別
を
設
け
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
し
て
、
門
戸
開

放
の
要
求
を
続
け
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
在
日
米
大
使
館
ま
で
働
き
か
け
、
先
の
手
紙
が
出
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
し
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
ロ

の
問
題
は
現
在
兜
ク
ラ
ブ
の
方
で
検
討
中
で
あ
り
、
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。

　
　
b
　
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
会
見
、
懇
談
な
ど
へ
の
参
加
要
求

　
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
社
の
要
求
が
発
端
だ
が
、
他
の
外
国
報
道
各
社
か
ら
も
、
記
者
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
官
庁
の
大
臣
や
次
官
会
見
、
レ

ク
チ
ャ
ー
な
ど
へ
自
分
た
ち
の
出
席
を
認
め
る
べ
き
だ
、
と
い
う
要
求
が
以
前
か
ら
出
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
レ

な
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
記
者
ク
ラ
ブ
ヘ
の
外
国
報
道
各
社
の
正
式
加
盟
の
問
題
も
同
時
に
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ル
ロ

　
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
の
ト
ム
ソ
ン
氏
に
ょ
れ
ば
、
「
政
府
の
公
式
情
報
に
外
国
プ
レ
ス
を
遠
ざ
け
て
い
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
」
と
し
て
、



記
者
ク
ラ
ブ
に
望
む
こ
と
を
次
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
る
。

　
一
　
記
者
会
見
へ
の
出
席
　
二
　
事
前
の
会
見
予
定
入
手
　
三
　
懇
談
へ
の
出
席
　
四
　
事
前
の
懇
談
予
定
入
手
　
五
　
発
表
・
配
布

資
料
取
得
の
同
等
な
扱
い

　
ま
た
ト
ム
ソ
ン
氏
は
、
「
記
者
ク
ラ
ブ
で
協
定
が
結
ば
れ
る
な
ら
そ
れ
に
私
た
ち
も
従
う
。
ア
メ
リ
カ
で
も
情
報
解
禁
日
に
関
す
る
取

り
決
め
が
存
在
し
、
各
社
守
っ
て
い
る
。
ま
た
懇
談
に
も
入
れ
て
ほ
し
い
。
情
報
提
供
者
が
オ
フ
レ
コ
と
い
う
な
ら
、
こ
れ
も
ア
メ
リ
カ

で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
お
り
従
う
し
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
ト
ム
ソ
ン
氏
は
、
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
自
分
た
ち
も
同
じ
扱
い
で
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
新
聞
協

会
加
盟
が
必
要
な
ら
、
そ
の
手
続
き
も
と
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
口
日
本
側
の
反
応

　
さ
て
こ
れ
ら
外
国
報
道
機
関
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
日
本
人
記
者
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
は
日
本
で
歴
史
が
あ
り
長
所
が
あ
る
か
ら
存
続
し
て
き
た
。
外
国
か
ら
の
圧
力
で
変
え
る
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
い
。
」

　
「
ア
メ
リ
カ
で
も
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
自
国
の
記
者
が
有
利
に
扱
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。
差
別
的
、
閉
鎖
的
な
の
は
日
本
だ
け
で
は
な

い
は
ず
だ
。
」

　
「
外
国
人
記
者
が
記
者
会
見
場
な
ど
に
来
て
も
、
言
葉
の
問
題
が
あ
っ
て
よ
く
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
特
に
日
本
語
は
曖
昧
、

意
味
深
長
な
表
現
が
多
く
、
な
か
な
か
判
断
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
東
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日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇

　
「
彼
ら
が
入
っ
て
来
る
こ
と
で
会
見
が
ス
ム
…
ズ
に
い
か
な
い
と
、
情
報
が
う
ま
く
と
れ
ず
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
不
利
益
。
」

　
「
特
に
懇
談
は
、
普
段
か
ら
顔
見
知
り
の
記
者
た
ち
が
相
手
だ
か
ら
こ
そ
、
情
報
源
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
喋
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
を

く
ず
さ
れ
た
く
な
い
。
」

　
「
し
か
し
な
が
ら
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も
、
や
は
り
時
代
の
流
れ
で
、
門
戸
開
放
を
し
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
の
は
認
め
る
。
」

　
以
上
が
各
記
者
が
共
通
し
て
述
べ
て
い
た
意
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
現
状
で
日
本
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
外
か
ら
あ
ま
り
邪
魔
さ
れ
た
く
な
い
。
し
か
し
ま
あ
要
求
は
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
9
何
と
か
対
応
も
必
要
な
の
だ
ろ
う
ー
ー
。

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
国
　
日
本
新
聞
協
会
の
対
応

　
実
は
外
国
報
道
機
関
に
対
す
る
情
報
の
閉
鎖
性
、
排
他
性
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
日
本
新
聞
協
会
も
前
々
か
ら
承
知
し
、
昭
和
五
三
年

の
「
見
解
」
で
、
各
記
者
ク
ラ
ブ
が
外
国
報
道
各
社
に
対
し
参
加
の
機
会
を
与
え
る
よ
う
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
レ

る
特
別
委
員
会
」
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
従
い
一
部
主
要
官
庁
の
ク
ラ
ブ
が
態
度
を
変
え
て
お
り
、
例
を
挙
げ
て
み
る
。

内
閣
記
者
会
　
記
者
ク
ラ
ブ
ヘ
の
正
式
会
員
加
盟
は
認
め
ず
。
オ
ブ
ザ
…
バ
ー
（
非
会
員
）
と
し
て
、
大
臣
、

　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
と
懇
談
は
出
席
不
可
。

財
政
研
究
会
（
大
蔵
省
）
　
正
式
会
員
に
加
盟
可
能
か
検
討
中
。
会
見
は
出
席
可
能
。
懇
談
は
一
部
出
席
可
能
。

霞
ク
ラ
ブ
（
外
務
省
）
　
記
者
ク
ラ
ブ
ヘ
の
正
式
会
員
加
盟
を
認
め
る
。
現
在
ロ
イ
タ
…
、
A
P
、
C
N
N
、

次
官
の
会
見
に
出
席
可
。

A
F
P
、
ナ
イ
ト
リ
ッ



通
産
記
者
会

防
衛
庁
記
者
会

ダ
ー
社
が
加
盟
。
懇
談
は
一
部
出
席
可
能
。

正
式
会
員
可
能
か
検
討
中
。
会
見
は
出
席
可
能
。
懇
談
は
不
可
。

正
式
会
員
認
め
ず
。
会
見
、
懇
談
は
オ
ブ
ザ
…
バ
…
と
し
て
そ
の
都
度
記
者
ク
ラ
ブ
の
幹
事
が
参
加
可
能
か
決
定
。

　
以
上
、
外
務
省
が
一
番
開
放
度
が
高
い
が
、
他
の
主
要
官
庁
で
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
外
国
プ
レ
ス
に
対
し
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
に
あ
げ
て
い
な
い
そ
の
他
の
官
庁
は
ほ
ぼ
、
「
正
式
会
員
認
め
ず
。
会
見
は
希
望
が
あ
れ

ば
そ
の
都
度
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
可
能
か
幹
事
が
決
定
。
懇
談
は
不
可
」
、
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
ら
開
放
す
る
の
で

は
な
く
、
何
か
依
頼
が
あ
っ
た
ら
検
討
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
姿
勢
で
あ
り
、
か
つ
実
際
の
と
こ
ろ
参
加
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
の
方

が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
八
　
今
後
の
課
題

　
最
後
に
結
び
と
し
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
e
　
国
家
権
力
と
報
道
の
在
り
方
の
問
題

　
世
界
で
例
の
な
い
記
者
ク
ラ
ブ
が
、
日
本
で
長
い
間
存
在
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
四
の
記
者
ク
ラ
ブ

の
効
用
の
項
で
述
べ
た
通
り
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
考
察
し
て
み
て
、
や
は
り
今
の
よ
う
な
在

り
方
に
疑
問
を
は
さ
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
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最
も
大
き
な
問
題
が
五
の
四
で
取
り
上
げ
た
、
国
家
権
力
と
報
道
の
関
係
で
あ
る
。
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
官
庁
な
ど
の
中
に
位
置
し
、

取
材
源
か
ら
各
種
の
便
宜
供
与
を
受
け
て
い
る
。
勿
論
便
宜
供
与
は
度
を
過
ぎ
な
い
よ
う
取
り
計
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
自
体
は
あ
ま
り

　
　
　
　
　
ハ
　
レ

問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
報
道
関
係
者
が
権
力
側
と
一
緒
の
と
こ
ろ
に
い
る
こ
と
で
、
互
い
に
助
け
合
っ
た
り
人
情
が
通
じ
た
り
で
、
ど

う
し
て
も
報
道
と
権
力
の
間
の
関
係
が
緩
み
が
ち
に
な
っ
て
く
る
の
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
本
来
両
者
は
、
健
全
な
緊
張

関
係
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
政
府
は
国
民
の
た
め
に
存
在
し
、
国
民
と
敵
対
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
家

統
治
の
た
め
最
大
の
権
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
政
府
に
対
し
て
は
、
そ
の
権
力
が
国
民
一
入
一
人
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
か

常
に
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
役
目
の
大
き
な
一
端
を
報
道
機
関
は
担
っ
て
い
る
。
従
っ
て
報
道
関
係
者
は
本
来
国
家
の
ア
ウ
ト

サ
イ
ド
に
位
置
し
、
常
に
彼
ら
と
は
監
視
者
と
し
て
一
定
の
緊
張
関
係
を
も
っ
て
接
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
政
治
家
と
政
治
部
記
者
と
の
関
係
で
あ
る
。
特
定
政
治
家
を
一
黛
中
追
い
か
け
て
い
る
う
ち
に
、
記
者
た
ち
は

そ
の
政
治
家
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
政
治
は
清
濁
あ
わ
せ
飲
む
べ
き
も
の
、

と
し
て
政
治
家
の
多
少
の
ご
ま
か
し
に
目
を
つ
ぶ
る
結
果
に
な
る
。
少
し
大
袈
裟
な
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
い
て
言
え
ば
こ
う
い

っ
た
こ
と
が
現
在
の
日
本
の
政
治
の
金
権
・
腐
敗
体
質
を
許
し
て
き
た
一
つ
の
原
因
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
治
部
記
者
た

ち
が
も
っ
と
政
治
状
況
や
政
治
家
の
あ
り
の
ま
ま
を
国
民
に
語
り
、
現
状
に
対
す
る
批
判
を
徹
底
し
て
行
っ
て
き
た
な
ら
、
今
日
の
よ
う

な
悲
痛
な
政
治
状
況
は
、
多
少
と
も
免
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

　
口
　
　
「
棲
み
分
け
」
を
越
え
て

　
記
者
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
性
、
排
他
性
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
も
っ
と
以
前
か
ら
国
内
で
大
き
な
批
判
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ



が
、
表
立
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
臼
本
の
報
道
界
の
特
種
事
情
に
も
よ
る
。

　
臼
本
の
場
合
は
朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
日
本
経
済
新
聞
と
い
っ
た
大
新
聞
が
、
何
百
万
部
と
い
う
大
量
の
部
数
を
も
ち
、
こ
れ
ら
の
大

手
全
国
紙
が
、
日
本
中
の
各
家
庭
に
宅
配
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
地
方
紙
や
弱
小
新
聞
は
、
地
域
独
特
の
ニ
ュ
…
ス
や
特
定
の
テ
ー
マ
に

限
っ
た
ニ
ュ
…
ス
を
扱
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
中
央
の
ニ
ュ
ー
ス
に
関
し
て
は
大
新
聞
と
提
携
し
た
り
、
共
同
通
信
、
時
事
通
信
の
二
大
通

信
社
か
ら
情
報
を
購
入
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
規
模
も
小
さ
く
経
費
も
限
ら
れ
て
い
る
地
方
や
弱
小
の
新
聞
社
は
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
人
を

常
駐
さ
せ
記
事
を
書
こ
う
と
い
う
気
は
起
こ
ら
な
い
。

　
放
送
業
界
に
お
け
る
全
国
ネ
ッ
ト
を
も
つ
大
手
放
送
局
と
、
ロ
ー
カ
ル
局
と
の
関
係
も
系
列
が
形
成
さ
れ
、
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
記
者
ク
ラ
ブ
に
入
ら
な
く
て
も
、
大
手
と
中
小
報
道
各
社
の
間
で
「
棲
み
分
け
」
が
で
き
、
そ
れ
な
り
に
双
方
が
う
ま
く
い

っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
記
者
ク
ラ
ブ
は
日
本
で
あ
ま
り
批
判
も
な
く
延
々
と
存
在
し
て
き
た
。

　
た
だ
最
近
に
な
っ
て
政
治
家
の
汚
職
事
件
の
多
発
や
政
治
改
革
論
議
の
高
ま
り
で
、
週
刊
誌
や
ス
ポ
…
ツ
紙
な
ど
で
も
政
治
ニ
ュ
ー
ス

を
大
き
く
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不
平
等
な
こ
と
の
弊
害
が
顕
在
化
し
、
国
内
の
各
種
マ
ス

コ
ミ
機
関
か
ら
も
改
善
を
求
め
る
声
が
出
始
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
国
民
の
立
場
か
ら
書
え
ば
、
情
報
の
量
は
多
く
、
選
択
の
幅
は
広
い
方
が
い
い
、
の
一
言
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
。

記
事
は
各
種
報
道
機
関
が
競
い
合
い
、
よ
り
正
確
で
よ
り
質
の
高
い
も
の
を
国
民
に
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
既
得
権
の
あ
る
報

道
機
関
は
、
他
か
ら
の
食
い
込
み
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
か
ら
は
、
不
必
要
な
競
争
は
か
え
っ
て
記
事
の
質
を
落
と
す

こ
と
に
な
る
、
と
の
反
論
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
も
し
信
頼
性
の
な
い
内
容
の
薄
い
記
事
を
書
き
続
け
て
い
れ
ば
、
読
者
に
相
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日
本
の
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記
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ク
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」
に
つ
い
て
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手
に
さ
れ
な
く
な
り
自
然
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
競
争
は
切
磋
琢
磨
を
生
み
出
し
、
そ
れ
は
結
局
読
者
に
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　
特
に
外
国
報
道
機
関
か
ら
の
門
戸
開
放
の
要
求
に
対
し
て
、
今
後
麹
本
は
的
確
に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
市
場
の
閉
鎖
性
だ
け

で
は
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
の
閉
鎖
性
ま
で
突
か
れ
て
は
、
日
本
は
果
た
し
て
西
側
民
主
主
義
国
家
と
し
て
対
等
に
つ
き
あ
え
る
の
か
、
と
い

っ
た
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
。

　
日
　
日
本
文
化
と
し
て
の
記
者
ク
ラ
ブ
で
い
い
か

　
記
者
ク
ラ
ブ
が
日
本
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
文
化
の
一
断
面
と
し
て
み
る
見
方
も
あ
る
。
報
道
機
関
が
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て

取
材
活
動
を
行
う
の
は
、
仲
間
で
集
ま
っ
て
一
緒
に
行
動
す
る
、
全
体
の
和
を
大
切
に
す
る
、
抜
け
駆
け
を
許
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
取
材
源
と
の
人
間
関
係
を
大
切
に
す
る
の
は
、
人
的
交
流
に
重
き
を
置
く
、
信
頼
関
係
を
作
っ
て
か
ら
仕
事
を
進
め
る
、

な
ど
ど
れ
も
非
常
に
日
本
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
文
化
の
特
質
と
し
て
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
当
て
は
め
る
考
え
方
も
あ
る
。

　
確
か
に
ど
の
国
も
個
別
の
歴
史
、
文
化
、
社
会
、
風
土
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
あ
っ
た
報
道
の
仕
方
が
存
在
し
よ
う
。
従
っ
て
各
国
、
各

国
民
の
間
で
自
然
と
報
道
に
対
す
る
期
待
や
、
そ
の
担
う
べ
き
役
割
と
い
う
の
が
違
っ
て
然
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
最
後
に
追
及
す
る
の
は
、
結
局
、
人
権
、
自
由
、
平
等
、
正
義
、
公
正
、
民
主
主
義
、
な
ど
と
い
っ
た
人

類
普
遍
の
価
値
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
政
治
が
求
め
る
政
治
価
値
と
い
っ
て
も
い
い
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
異
な
り
、
人
類
、

世
界
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
価
値
追
及
の
た
め
歴
史
の
先
人
た
ち
は
身
を
投
じ
て
戦
い
、
後
世
に
道
を
開
い
て
き
た
。

　
そ
の
意
味
で
、
日
本
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
存
在
が
も
し
こ
れ
ら
普
遍
価
値
の
追
及
を
少
し
で
も
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
本
来
の
ジ



ヤ
；
ナ
リ
ズ
ム
の
精
神
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
是
正
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
そ
れ
は
決
し
て
文
化
の
問
題
と
し
て
は
す
ま
さ
れ
な

い
。
私
た
ち
市
民
が
真
正
面
か
ら
真
剣
に
と
ら
え
る
べ
き
奥
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
今
後
日
本
が
真
の
民
主
主
義
国
家
と
し
て
、
世
界
政
治
を
リ
…
ド
し
て
い
く
つ
も
り
な
ら
、
こ
れ
ら
普
遍
価
値
の
追
及
は
必
須

の
条
件
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
ジ
ャ
…
ナ
リ
ズ
ム
と
、
健
全
な
国
民
世
論
が
育
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
確
固
と
し
た
国
際
政
治
理
念
も
決
し
て
生
ま
れ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

　
四
　
今
後
の
改
善
へ
向
け
て

　
し
か
し
な
が
ら
実
際
の
記
者
ク
ラ
ブ
の
改
善
と
な
る
と
、
や
は
り
難
し
い
と
の
指
摘
も
あ
り
得
よ
う
。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
政
治

改
革
が
政
治
家
自
身
で
行
え
な
い
よ
う
に
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
改
革
は
報
道
関
係
者
で
は
行
い
難
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
今
ま
で
マ
ス

コ
ミ
自
身
が
手
を
触
れ
ず
に
い
た
わ
け
で
、
こ
れ
が
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
が
あ
ま
り
国
民
の
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
も
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
も
し
、
筆
者
が
あ
げ
た
視
点
が
正
し
い
方
向
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
と
し
て
は
そ
れ
ら
に
向
け
、
一
歩

一
歩
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
現
在
、
政
治
改
革
、
行
政
改
革
が
叫
ば

れ
、
国
民
は
政
治
家
や
政
府
の
在
り
方
を
今
一
度
再
考
し
て
み
よ
う
と
い
う
機
運
に
あ
る
。
国
民
の
、
政
治
の
本
当
の
姿
を
知
り
た
い
、

良
い
方
向
へ
変
え
た
い
、
と
い
う
声
に
ジ
ャ
…
ナ
リ
ス
ト
た
ち
も
十
分
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
吹
き
荒
れ
て
い
る
改
革

の
嵐
が
、
報
道
界
を
聖
域
と
し
て
い
つ
ま
で
も
放
っ
て
お
く
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
甘
い
認
識
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
政

府
の
や
り
方
に
世
論
の
痛
烈
な
批
判
が
起
き
て
い
る
今
こ
そ
、
ジ
ャ
…
ナ
リ
ス
ト
自
身
が
、
時
代
を
見
据
え
た
今
後
の
報
道
の
在
り
方
を

模
索
し
、
我
々
国
民
に
、
新
た
な
解
決
策
を
提
示
す
べ
き
時
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
五
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日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て

二
四
六

　
西
山
武
典
「
新
聞
報
道
の
ウ
ラ
オ
モ
テ
」
講
談
社
一
四
一
頁
～
一
六
二
頁
。

　
（
社
）
日
本
新
聞
協
会
「
定
款
」
で
は
、
同
協
会
の
目
的
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
「
第
二
章
『
目
的
』
第
四
条
　
こ
の
法
人
は
、

全
国
新
聞
、
通
信
、
放
送
の
倫
理
水
準
を
向
上
し
、
共
通
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

　
日
本
新
聞
協
会
「
取
材
と
報
道
」
ご
二
頁
、
一
二
二
頁
。

　
同
協
会
「
日
本
新
聞
協
会
の
組
織
と
活
動
」
八
九
五
頁
。

　
日
本
新
聞
協
会
へ
の
加
盟
条
件
は
、
同
協
会
「
定
款
」
及
び
「
定
款
施
行
細
則
所
定
」
の
中
で
左
記
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
「
会
員
」
第
六
条
　
こ
の
法
人
の
会
員
は
、
こ
の
法
人
が
制
定
す
る
新
聞
倫
理
綱
領
を
守
る
こ
と
を
約
束
す
る
新
聞
、
通
信
お
よ

び
放
送
事
業
を
行
う
も
の
で
、
別
に
定
め
る
定
款
施
行
細
則
所
定
の
入
会
手
続
き
を
へ
て
、
理
事
会
が
承
認
し
た
者
と
す
る
。

　
定
款
施
行
細
則
第
二
章
「
入
退
会
」
第
二
条
定
款
第
六
条
の
資
格
を
有
す
る
者
で
、
こ
の
法
人
に
入
会
を
希
望
す
る
者
は
（
末
尾
の
入

会
申
し
込
み
書
と
参
考
資
料
を
添
付
し
）
申
し
込
む
も
の
と
す
る
。

　
第
三
条
　
前
条
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
会
長
は
下
記
の
各
号
に
つ
き
調
査
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
た
時
は
こ
れ
を
理

事
会
に
上
程
す
る
。
た
だ
し
第
一
号
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
会
長
が
会
員
と
し
て
的
確
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
こ
れ
を
理
事
会
に
は
か

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
六
カ
月
以
上
業
務
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
。

　
新
聞
に
お
い
て
は
次
の
用
件
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。
（
イ
）
一
般
時
事
ま
た
は
主
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ニ
ュ
；
ス
を
報
道
す
る

　
も
の
で
あ
る
こ
と
。
（
ロ
）
紙
面
内
容
が
新
聞
倫
理
綱
領
に
合
致
し
晶
位
を
保
っ
て
い
る
こ
と
。
（
ハ
〉
週
六
日
以
上
発
行
す
る
も
の
で
あ

　
る
こ
と
。
（
二
）
建
て
頁
は
四
頁
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
ホ
）
発
行
部
数
は
一
万
部
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
通
信
に
お
い
て
は
、
一
般
時
事
に
関
す
る
ニ
ュ
…
ス
を
週
六
日
以
上
配
布
し
、
協
会
会
員
相
当
数
と
通
信
契
約
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　
放
送
に
お
い
て
は
、
一
般
時
事
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
報
道
し
、
公
共
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
。

　
そ
の
他
理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
条
件
に
合
致
す
る
こ
と
。

　
西
山
　
一
二
九
頁
～
ニ
ニ
○
頁
。
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「
記
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
日
本
新
聞
協
会
編
集
委
員
会
の
見
解
し
（
昭
和
五
三
年
決
定
）
（
昭
和
六
〇
年
一
部
修
正
）
二
項
。

　
丸
山
昇
「
報
道
協
定
し
第
三
書
館
参
照
。

　
前
沢
猛
「
田
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
検
証
」
三
省
堂
　
三
八
頁
、
三
九
頁
。

　
朝
日
新
聞
「
検
証
・
お
妃
報
道
自
粛
上
・
申
・
下
」
一
九
九
三
年
一
月
；
百
、
一
四
日
、
一
五
日
。

　
丸
山
昇
「
皇
太
子
妃
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
第
三
書
館
参
照
。

　
複
数
の
記
者
ク
ラ
ブ
所
属
記
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
一
九
九
三
年
四
月
二
二
日
、
一
九
段
、
二
〇
日
、
一
二
日

に
実
施
。

　
原
寿
雄
「
新
聞
記
者
の
処
世
術
」
晩
声
社
　
二
三
頁
。

　
西
山
　
二
二
八
頁
。

　
立
花
隆
「
田
中
角
栄
新
金
脈
研
究
」
朝
日
文
庫
参
照

　
元
大
平
総
理
番
記
者
・
現
永
田
ク
ラ
ブ
記
者
会
所
属
記
者
、
元
T
B
S
報
道
部
政
治
担
当
記
者
た
ち
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
…
か
ら
。

　
朝
日
新
聞
「
壁
・
記
者
ク
ラ
ブ
と
外
国
メ
デ
ィ
ア
ニ
」
一
九
九
三
年
二
月
三
日
。

　
↓
帯
旨
○
鰻
峯
回
○
｛
夢
①
頃
○
邑
α
q
欝
○
○
獲
の
巷
8
α
の
簿
ω
Ω
＆
○
暁
宣
罵
臥
．
麟
暴
8
難
2
Φ
壽
ミ
富
ω
筆
Φ
ω
巴
お
婆
ω
冨
Ω
善
。
。
閏
○
円

ζ
○
欝
》
0
8
ω
ω
．
、
2
0
」
ω
江
目
ぎ
P
2
0
＜
Φ
欝
げ
R
る
8
，

　
『
男
○
ρ
．
．
漆
ω
訂
Ω
q
σ
曽
↓
蕃
Ω
＆
ω
①
無
○
○
Φ
ω
○
坑
、
2
0
」
ω
露
旨
欝
P
O
Φ
8
簿
ぴ
R
一
り
8
㎏
憶
○
ρ
．
、
即
○
旨
夢
Φ
筆
Φ
ω
筏
の
艮
一

医
一
ω
籔
Ω
＆
．
、
｝
2
0
」
ω
ぼ
旨
訂
芦
鼠
貰
o
『
這
器
。

　
竃
唇
弓
ぎ
影
霧
口
↓
ぎ
霧
O
P
師
9
0
こ
巷
寒
）
力
国
¢
肉
綱
園
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
…
か
ら
。
一
九
九
三
年
四
月
二
二
日
実
施
。

　
（
駕
）
に
同
じ

　
（
7
）
の
見
解
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
六
項
　
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
一
定
の
資
格
を
有
す
る
外
国
特
派
員
の
取
材
に

つ
い
て
、
可
能
な
範
躍
で
協
力
し
、
ク
ラ
ブ
主
催
の
形
で
行
わ
れ
る
公
式
記
者
会
見
に
は
参
加
を
認
め
る
な
ど
の
便
宜
を
は
か
る
べ
き
で
あ

る
。
」

東
　
洋
　
法
　
学

二
四
七
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日
本
の
「
記
者
ク
ラ
ブ
制
度
」
に
つ
い
て

二
四
八

　
日
本
新
聞
協
会
「
外
国
報
道
機
関
に
対
す
る
記
者
ク
ラ
ブ
と
ニ
ュ
ー
ス
ソ
…
ス
の
対
応
」
か
ら
。

　
「
便
宜
供
与
し
に
つ
い
て
は
、
「
記
者
ク
ラ
ブ
の
自
粛
に
関
す
る
新
聞
協
会
編
集
委
員
会
の
方
針
」
（
昭
和
三
二
年
）
一
項
の
中
で
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
導
新
聞
記
事
取
材
上
必
要
な
各
公
共
機
関
は
、
記
者
室
を
作
り
、
電
話
、
机
、
椅
子
な
ど
記
事
執
筆
、
送
稿
な
ど

に
必
要
な
施
設
を
設
け
全
新
聞
社
に
無
償
か
つ
自
由
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
賜
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
名
目
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
以
外
の
理
由
で
ニ
ュ
ー
ス
源
側
か
ら
何
ら
か
の
物
質
的
援
助
を
う
け
る
こ
と
は
厳
に
自
粛
す
る
べ
き
で
あ
る
。
公
共
機
関
以
外
の
必
要

な
ニ
ュ
ー
ス
源
に
つ
い
て
も
以
上
の
趣
旨
が
適
用
さ
れ
る
。
」
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By M'cK NOuEN question "' that might make someone feei 
of i~e Missovlian uncomtortable" ' "Decency' not access' iS the issue with 
Although a strong tradition of freedorn of the 

prcss exists in Japan, distinct culturai differences 

play a large role m how the Japanese news media 
do their job and how a foreign correspondent Ss 
able to report the news of the Pacific Rim, ~ 
veteran Associated Press journalist said at the 
University of Montana Thursday night. 
Richard pyle, who is now with the AP in 

New York City, gave the keynote address at an 
international sympbsiuTn, "Pr~ss Freedom: Japan 
and the United States*" sponsored by the UM 
schoois of journalism and law and Toyo 
University In Japan. Pyle,directed AP's JapaneSe 
and East Asian newsgathering operation from 
1979 until 1987. The Toky(~based AP bureau was 
the {argest fqreign news staff i,1 Japan. 
"When you talk about the differences, you're 

really taiking about the things that are different in 
the two cultures," he told about 30 people at the 
UM Law School library. 
For instance, in Japan, as in America, "there 

is no lirnitation, Iegal or otherwise, by iaw of what 
infomation we are entitled to have or what we do 
with it." 
However, contrary to an aggressive American 

press, Pyle said "there is a reluctance on the part 
of the Japanese-reporters, because of an 
unwillingness to embarrass anyone, to ask a 

Japanese reporters," he said. Although there are 
some areas where the press in this country agree to 
a voluntary silence - the identification of rape. 
and child abuse victims, for exainple - Pyle said, 
"it is re;note that the American press would 
acquiesce" Iike their Japanese counterparts. 
"The group interest is more important (to the 

Japanese) than frecdom of the press," he said. 
In a p~nel discpssion after the PYle's keynote 

said she envied the 
American freedom of press. "Japan's freedom of 
press is different than the Americans. We have to 
seek the eternal truth." 

Charles Hood, dean of the UM 
joumalisng schooi, said freedorn of press 
transcends culture. "The Japanese cannot hide 
behind their culture ... frcedom of speech is too 
important for that." 
Pyle said curing his speech that the language 

barrier arid gainirig access (o information because 

of thc closed Japanese press club system were the 
biggest obstacles he encountered while trying to 
provide an accurate account of the news. 
Caining full admittance to the foreign 

Ininistry and having some access to the defense 
!ninistry is "a small but very important step," 
Pyle said* "The principal is what's important." 
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